
募集人数

3～5名

＜活動日or 活動パターン＞
☑週1日程度・定例 □月1〜2回・不定期 □その他

＜主な活動場所＞
キラリエ草津

（最寄駅：ＪＲ草津駅 徒歩5分）

＜キャンパスからの交通手段＞
公共交通、自転車
＜活動に必要な費用＞
なし

＜参加の姿勢＞

草津市のまちづくり、交流企画の開催
や情報発信に強い関心がある方

＜コミュニケーションの手段＞

☑電子メール ☑ F acebook
☑L INE ☑電話
☑その他（ zoom ）

）

＜活動期間： 令和５年10月1日～１２月 活動日数：計15時間程度＞

＜活動の流れ＞

日時 活動内容

10月 ①草津市のまちの現状 概要のレクチャー

②まちづくり関係団体と学生の連携 ヒアリング

③コミュニティFMでの情報発信

④マッチング交流会の企画 検討作業に参画

企画の検討、チラシ作成。当日資料準備など

草津での活動を希望する学生団体へコンタクト

12月 交流会の運営（連携例の分析結果を紹介

アンケート集計、反省会

受入団体名：公益財団法人草津市コミュニティ事業団

団体プログラム名 草津市×立命館 大学生のまち活応援プロジェクト

団体プログラム用



＜活動のテーマと主な内容＞

＜学生が期待できる学び＞

市民と大学生をつないで、まちをもっと面白く！
大学生の「まち活」をプロデュース

＜活動する現場で学生が求められる背景（理由）＞
●ここ草津でもまちの高齢化が進んでおり、若い世代のまちづくり活動への参加をどう促進するかが重要課題の一つとなっています。
地域の側でも、もっと若い世代と連携し、課題の解消に取り組みたい、何か新しいことをしたい！というニーズが高まっています。

●この企画のターゲットは学生をはじめとする若い人たちです。現役学生である皆さんの視点や考え方を基に企画することで、
同世代 である若い世代により伝わりやすい内容、動機づけとなることを期待しています。

●大学生と草津のまちづくり関係団体をつなぐ交流企画を開催する
草津市コミュニティ事業団は、草津市のまちづくりを様々な角度からサポートする「中間支援」を行う組織です。
昨年の同プログラムでは、まちづくり関係団体（市内の地域まちづくり協議会、NPOやボランティアグループなどのまちづくり団体）と
サークルでなどで活動する大学生とのマッチング会をシチスタ学生が企画し、大変好評だったことから、今年度もマッチング会の開
催をすることを目標に、昨年以上に交流を促進できるような企画づくりに向けて、職員と一緒に活動いただきます。

●大学生とまちの素敵な連携例を、もっと草津市の人々に知ってもらう
すでに大学生とまちづくり関係団体が連携している事例を、もっと草津市内外の人に知ってもらうための情報発信にも、職員と一緒
に取り組んでいただきます。
情報発信では、すでに取り組んでいる関係者にインタビューをしたり、受入団体（コミュニティ事業団）の関係組織であるコミュニティ
FM「えふえむ草津」と一緒に番組を制作し、自らも出演して連携例を紹介してもらうなどの手法を想定しています。

●皆さんのアイデアで、学生などの若い世代が、何らかのカタチでまちづくりに関わりはじめるような機会の創出に関わっていただく ことができ
ます。業務の進め方については職員がリード＆サポートし、学生側の興味関心に応じて担当業務を進めていただく予定です。

●草津市のまちづくりの現場の課題に触れていただくことを通じて、日本国内のまちづくりの現場の共通課題ともいえる「担い手の 高齢化」の
打破につながる、最新の成功事例について実地で学ぶことができます。

●実習では、交流企画の検討段階でのアイデア提案と、広報・情報発信活動に携わっていただきます。将来、まちづくり関係の仕事 を目指した
い方、メディアや放送業界に関心のある方にとって、業界体験をするひとつの機会となることが期待できます



＜活動紹介＞ 草津市×立命館 大学生のまち活応援プロジェクト

講義や
ヒアリング

■草津市の現状
・レクチャー解説
・過去資料の確認

■関係者のヒアリング
・インタビュー同行
・レポート作成補佐

企画の
検討

■情報発信
・FM放送を通じた情報発
信企画の検討

■交流企画の検討
・キャッチコピーは？
・広報手段は？
・呼びかけ先は？
などアイデアを出す

広報と
本番

■ラジオ
・放送への立ち合い

■交流企画
・資料の作成の補助
・会場設営

記録と
ふりかえり
■写真撮影
■記録作成
■アンケート集計
■反省会
（次回への
フィードバック）

など

草津駅から徒歩5分の「キラリエ草津」

昨年度のマッチング交流企画の様子・制作したチラシ
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